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日本工業規格 JIS 

道路 照明 基準 1988 

(1998 確認） 

Ligntfng for Roads 

1. 適用 範囲 この 規格 は， トンネル を 除く 道路の 照明の 質的 基準に ついて 規定す る。 

2. 用語の 意味 この 規格に 用いる 主な 用語の 意味 は， JIS Z 8113 ( 照明 用語） による ほ 力、 次に よる。 
2.1 道路 関係 

(1) 道 路 一般の 通行に 供され ている 施設。 

(2) 道路 利用者 道路 を 利用す る 歩行者 及び 車両の 運転者。 

(3) —般部 道路の 幅員 や 線形が 急変したり， 交通が 交差 ，合流， 分流して いない 道路の 部分。 

(4) 車道 幅員 専ら 車両の 通行に 供す る こと を 目的と する 道路の 部分の 幅員。 

(5) 視 環境 道路 利用者の 視野 内に 見える 環境。 
2.2 照明 関係 

(1) 路面 輝度 運転者の 眼の 位置から 見た， 前方 60m から 160m の 範囲の 車道 幅員 内の 輝度。 

(2) 総合 均斉 度 路面 上の 対象 物の 見え 方 を 左右す る， 路面 輝度の 分布の 一様 性の 程度 を 表す 輝度の 比。 

(3) 車線 軸 均斉 度 前方 路面の， 見掛けの 明るさの 分布の 一様 性の 程度 を 表す 輝度の 比。 

(4) ゲ レア コントロール マーク 道路 照明に よる 不快 グ レアの 規制の 程度 を 数値 的に 表した もの。 その 値が 大き 
いほ どグ レア は 少ない。 

(5) ポール 照明 方式 ボ―ル に 照明器具 を 取り付け， 道路に 沿って ボール を 配置して 照明す る 方式。 

(6) ハイ マスト 照明 方式 高い マストに 照明器具 を 取り付け， 少ない 基数で 広い 範囲 を 照明す る 方式。 

(7) 構造 物 取 付 照明 方式 道路 上 又は 道路の 近辺に 構築され た 構造 物に 直接照明 器具 を 取り付けて 照明す る 方 
式。 

(8) 力 テナ リ 照明 方式 道路 上に 力 テナ リ線を 張り， 照明器具 をつ り 下げて 照明す る 方式。 

(9) 照明器具の 配列 道路に 沿った 照明器具の 配列 方法。 これに は， 片側 配列， 千鳥 配列， 向 合せ 配列な どが あ 

る。 

(10) 照明器具の 配置 照明器具の 取 付 高さ， オーバ ハング， 傾斜角 度 及び 間隔に よって 定まる 照明器具の 配置 方 
法。 

(11) 照明器具の 間隔 道路の 中心 線 上に 沿って 測定した 瞵り 合う 照明器具の 水平距離。 

(12) 片側 配列 照明器具 を 道路の 片側に 配列す る 方法。 

(13) 千鳥 配列 照明器具 を 道路の 両側に 交互に 配列す る 方法。 

(14) 向 合せ 配列 照明器具 を 道路の 両側に 向き合う ように 配列す る 方法。 

3* 道路 照明の 目的 道路 照明 は， 主として 夜間に， 道路 利用者の 視 環境 を 改善して， 安全で 円滑 • 快 適な 道路交通 を 
確保す る こ と を 目的と する。 

4. 道路 照明の 要件 道路 照明の 設計に 当たって は， 照明の 対象と する 道路 利用者の 種類に 応じ 次の 照明 要件に 留意し 

引用 規格 ： JIS C 8131 道路 照明器具 
JIS Z 8113 照明 用語 
JIS Z 9110 照度 基準 
JIS Z 9116 ト ン ネル 照明 基準 
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なければ ならない。 

4.1 自動車の 運転者に 対する 要件 自動車 及び 原動機 付 自転車の 運転者が 主体と なる 道路 は， 次の 要件 を 満たさな 
ければ ならない。 

(1) 運転者の 方向から 見た 路面 輝度が 十分 高く， できるだけ 一様で ある こと。 

(2) 照明器具の グ レアが 運転者に 不快 感を 与えない よ う に 十分 制限され ている こと。 

(3) 照明器具の 配置 • 配列が 前方 道路の 線形の 変化， 交差点， 合流 点 • 分流 点な ど 特殊 箇所の 有無 並びに その 
車線 構造な ど を 運転者に 誤りな く 伝達す る ものである こと。 

(4) 照明 施設が 道路 やその 周辺の 景観 を 害さない ものである こと。 

4.2 歩行者に 対する 要件 歩行者 及び 自転車 （以下， 歩行者と いう。） が 主体と なる 道路 は， 次の 要件 を 満たさな 
ければ ならない。 

(1) 歩行者の 見る 路面の 照度が 十分 高く， できるだけ 一様で ある こと。 

(2) 道路 上の 鉛直 面 照度が 十分 高く， 互いに 歩行者 を 見分けられる こと。 

(3) 照明器具の グ レアが 歩行者に 不快 感を 与えない ように 十分 制限され ている こと。 

(4) 光源 色が 環境に 適切な もので あり， その 演色 性が 良好な ものである こと。 

(5) 照明 施設が 道路 及び その 周辺の 景観 を 害さない ものである こと。 

5. 道路 照明の 基準 道路に 施設す る 道路 照明 は， 対象と する 道路 利用者の 種類， 道路の 種類， 交通量， 自動車の 一般 
的な 走行 速度， 道路 周辺の 他の 照明の 設置 状況な どに 応じ， 下記の 各項に 定める 基準の すべてに 適合す る ことが 望まし 
い。 

5.1 運転者に 対する 道路の 照明 基準 運転者に 対する 道路の 照明 基準 は， 道路の 一般 部の 直線 部 • 曲線 部， 及び 特 
殊 箇所， それぞれ について 下記に よる。 

5.1.1 一般 部の 直線 部 一般 部の 直線 部の 道路に 対する 照明の 基準 は， 次に よる。 

(1) 平均 路面 輝度 （ん） 運転者の 位置から 見た 乾燥した 路面の 平均 路面 輝度 （ん》 の 維持すべき 値 は， 道路の 
種類に 応じ， 付表 1 に 示す 値 以上と する。 平均 路面 輝度の 測定 は 附属 書に よる。 

(2) 総合 均斉 度 （K>) 及び 車線 軸 均斉 度 （f/D 乾燥した 路面の， 運転者から 見た 総合 均斉 度 （ひ。)， 及び 車線 
軸 均斉 度 （fA) は， 道路の 種類に 応じ， 付表 1 に 示す 値 以上と する。 ただし ひ 。は， 路面 上での 最小 輝 
度 （l min ) と 平均 路面 輝度 との 比 CL min /i》， ひ i は， 車線の 中心 線 上での 最小 輝度 （ム） と， 同 
じく 車線の 中心 線 上での 最大 輝度 （ム） との 比 （X 2 / ム） とする。 これらの 最大^度 及び 最小 輝度 （これら 
を 部分 輝度と いう。） の 測定 は 附属 書に よる。 

(3) ゲ レア コントロール マーク （60 道路の 種類に 応じ， 次式で 計算され る 照明 施設の グ レア コントロール マ 
—ク （G) が 付表 1 に 示す 値 以上と なること が 望ましい。 

G-SL/+0.97 log Lr+4Al log ^-1.46 log p 
ここに， S 丄 /: 照明器具の 固有 グ レア 指数 
L r ： 平均 路面 輝度 (cd/m 2 ) 

が： 観測者の 目の 位置から 照明器具までの 高さ， すなわち， 

(照明器具の 取 付 高さ） 一 1.5 (m) 
p ： 道路 区間 1 km 当た り の 照明器具の 数 （台） 

(4) 照明 方式 照明 方式 は ボール 照明 方式 を 原則と する。 ただし， 道路の 構造， 交通 状况 等に 応じ， ハイ マス 
ト 照明 方式， 構造 物 取 付 照明 方式， 力 テナ リ 照明 方式な ど を 使用 又は 併用しても よい。 

(5) 光 源 使用す る 光源 は， 次の 諸事 項 を 考慮し， 道路の 種類， 目的， 立地条件 などに 応じて 適切な もの を 
選定す る ものと する 9 
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(a) ランプ 及び 安定器 を 含む 総合 効率 

(b) 寿命 及び 光束 維持 率 

(c) 光源 色 及び 演色性 

(6) 照明器具 照明器具 は， 原則として JIS C 8131 ( 道路 照明器具） に 規定す る 照明器具 とし， 道路の 種 
類に 応 じて 付表 1 に 示す グ レアの 制限 条件 を 満足す る ような もの を 選定， 使用 しなければ な ら ない。 

(7) 照明器具の 配置， 配列 照明器具の 配置 • 配列 は， 道路の 幅員， 断面 構造に 応じ， 次に よる （付図 1 参照）。 

(a) 照明器具の 取 付 高さ （i/) 照明器具の 取 付 高さ 00 は， 原則として 10m 以上と する。 ただし， 道路 
構造 及び 他の 構造 物との 位置 関係， 他の 道路に 対する グ レアの 防止な ど， 照明 効果 を 維持す るた め 制 
限す る 必要が ある 場合， 並びに 空港の 近辺な ど 法令な どに よって 制限され ている 場合に は， この 限りで 
はない。 幅員が 同じで 連続す る 道路の 照明器具の 取 付 高さ 01) は， 一定で ある こと を 原則と する。 

(b) 照明器具の 配列 照明器具の 配列 は， 道路の 断面 構造， 車道 部 幅員 ，照明器具の 配 光な どに 応じ 片 
側 配列， 千鳥 配列， 向 合せ 配列の 中から 適切な もの を 使用す る ものと する。 道路の 断面 構造 及び 車道 
部 幅員 （WO によって は これら を 組み合わせても よい。 



(c) 照明器具の オーバ ハンゲ （OA) 照明器具の オーバ ハング （<9み） は， できるだけ 短く する ことが 望まし 
い。 ただし， 道路に 沿って 道路 照明の 光 を 遮る ような 樹木が 林立して いる 場合に は， この 限りで ない。 

連続す る 道路の 照明 施設に おける オーバ ハング (Oh) は 一定で ある こ と を 原則と する。 

(d) 照明器具の 傾斜角 度 （め 照明器具の 傾斜角 度 （の は， 原則として 度 以上 5 度 以下と する。 

(e) 照明器具の 間隔 照明器具の 間隔 （S) は， その 取 付 高さ Of), 配列に 応じ， 5.1. 1.(2) に 示す 
総合 均斉 度 Wo) 及び 車線 軸 均斉 度 (tA) の 基準 を 満足す る ものと しなければ ならない。 

5.1.2 一般 部の 曲線 部 一般 部の 曲線 部 O の 道路 照明の 基準 は, 次に よる。 
注 ぐ） 曲線 部と は， 曲率 半径が 1000 m 以下の 道路の 部分 をい う。 

(1) 照明の 一般的 基準 照明器具の 配列 t 照明器具の 間隔 （S) を 除く 照明の 基準 は， に 準ずる ものと 
する。 

(2) 照明器具の 配列 及び 間隔 （S) 曲線 部に おける 照明器具の 配列 は， これに 連続す る 直線 部 （以下， 直線 
部と いう。） の 照明器具の 配列に 応じ， また， 照明器具の 間隔 （S) は， その 曲率 半径に 応じ， 直線 部の 間 
隔 に比べて 縮小し なければ ならない。 

曲率 半径の 極めて 小さい 曲線 部 又は， 急激な 屈曲部に おいて は， 照明器具の 間隔 （S) を 縮小 するとと 
もに， 照明器具の 配列の ために， その 急激な 曲線 部 又は 屈曲部の 存在， 道路の 線形の 変化 状態に ついて 
の 誤判 断が 生じない ように 留意し なければ ならない。 
5o 1.3 特殊 箇所 特殊 箇所の 照明の 基準 は， 5* 1*1 を 準用す る。 ただし， 下記の （1)〜（9) のよう な 特殊 箇所 
について は， 次の 要件 を 満たさなければ ならない。 

(1) 交差点， 合流 点 • 分流 点 交差点， 合流 点 • 分流 点 付近に おける 照明器具の 配置 • 配列 は， 道路 照明の 一 
般的 効果に 加えて， 方向 を 変換しつつ ある 自動車の 進行 方向の 前方 を 照明す ると 同時に， 交差点に 接近し 
つつ ある 自動車の 運転者が， 交差点が 存在す る こと， 交差点 内で 一時的に 停止し， 又は， 進行しつつ ある 
他の 自動車の 存在， 進行 状態 を， 十分 前方の 位置から 視認 できる ようにし なければ ならない。 単純な 交差 
点に おける 照明器具の 標準 配置 例 を 付図 2 に 示す。 

線形 構造の 複雑な 交差点 又は 合流 点 • 分流 点の 照明器具の 配置 • 配列に 当たって は， これらに 接近す 
る 自動車の 運転者が， これらの 線形， 進行 方向， 交通信号 などの 誤認 をし ないよう， これらに 接近す る 道 
路の各 点からの 透視図に よって 照明器具の 配置 を 検討す る ことが 望ま しい。 

(2) 横断歩道 横断歩道 付近に おける 照明器具の 配置 • 配列 は， 横断 中 及び 横断しょう とする 歩行者の 状況 を 



4 

Z 9111-1988 

自動車の 運転者が よく 視認 できる よう に 留意し なければ ならない。 横断歩道 における 照明器具の 標準 配置 

例 を 付図 3 に 示す。 

(3) 橋り よう 橋り ようの 照明 は， これに 連続す る 道路に 設置すべき 照明 を 準用す る。 ただし， 必要に応じて， 
橋り よ うの 構造 及び 意匠に 調和す るよう な 照明器具 を 使用す る ことができる。 ただし， その 配 光 は， JIS 
C 8131 に 準拠し なければ ならない。 

(4) 鉄道 踏切 前後の 道路に 照明の 設備され た 鉄道 踏切 道 内 及び その 付近の 照明の 標準 配置 は， ^1,3(2) 
を 準用す る。 ただし， 使用す る 照明器具 は， 鉄道 車両の 乗務員に 対する グ レア を できるだけ 低減す るよう 
に 留意し なければ ならない。 

(5) 立体交差 部 立体交差 部 及び その 付近の 道路の 照明の 基準 は， ^hl 及び 5*L2 を 準用す る。 ただし， 
交差して いる 複数の 道路の 照明が 立体交差 部 を 通行す る 自動車の 運転者に 不快な グ レア を 与えたり， 線形 
を 誤 誘導す る ことがない よ う に 留意す る。 立体交差 部に ト ン ネル 又は これに 準ずる 構造 物が ある 場合に 
は， JIS Z 9116 ( ト ン ネル 照明 基準） を 準用す る。 

(6) 幅員が 急変す る 箇所 幅員が 急変す る 箇所， 特に 道路 幅員が 減少す る 場所 付近に おける 照明器具の 配置 • 
配列 は， 道路 照明の 一般的 効果に 加えて， 幅員が 急変す る 箇所の 状況 を 自動車の 運転者が 遠方から よく 視 
認 できる ようにす る ものと する。 . 

(7) 線形が 急変す る 箇所 平面 線形が 急変す る 箇所 付近に おける 照明器具の 配置 • 配列 は, 5，1,2 に 準ずる も 
のとす る。 縦断 線形が 急変す る 箇所 付近に おける 照明器具の 配列 は， 道路 照明の 一般的 効果に 加えて， 線 
形が 急変す る こと を 自動車の 運転者が 遠方から よ く 視認 できる ようにす る ものと する。 

(8) バス 停留所 バス 停留所 付近の 照明器具の 配置 • 配列 は， 道路 照明の 一般的 効果に 加えて， バス 停留所の 
存在 と その 付近の 状況 を， 自 動 車の 運転者が 遠方 か ら よ く 視認で きる ようにす る ものと する。 

(9) 駐車場 及び 休憩 施設 駐車場 及び 休憩 施設 内での 自動車 及び 歩行者の 安全 を 確保で きる ようにす る もの 
とし， 維持すべき 照度 は JIS Z 9110( 照度 基準） の 駐車場の 項 を 準用す る ものと する。 

5.2 歩行者に 対する 道路の 照明 基準 歩行者に 対する 道路の 照明 は， 次の 基準の すべてに 適合す る ことが 望ましい。 

(1) 照 度 歩行者が 使用す る 道路に 維持すべき 照度 は， （夜間の） 歩行者 交通量， 地域 及び 場所に 応じて， 付 
表 2 に 示す 値 以上と する。 ただし， 自転車置場の 照度 は， 交通量の 多い 道路の 照度に 準じる ものと する。 

(2) 照明 方式 照明 方式 は， ボール 照明 方式 を 原則と する。 ただし， 道路の 構造 及び 交通 状況 等に よって は， 
構造 物 取 付 照明 方式 を 使用 又は 併用しても よい。 

(3) 光 源 5*1,1 (5) に準じて 適切な 光源 を 選定す る。 

(4) 照明器具 照明器具 は， JIS C 8131 を 準用す る。 

(5) 照明器具の 配置， 配列 

(a) 原則として， 照明器具の 取 付 高さ は 4 m 以上， 歩行者が 使用す る 道路の 部分の 幅員の 1.0 倍 以上と する。 

(b) 照明器具の 配列 は， 片側 配列 を 原則と する。 

( c ) 照明器具の 間隔 は， 原則として 取 付 高さの 5 倍 以下の 距離と する。 

6. 照明 施設の 維持 及び 管理 照明 施設 は 下記の 諸事 項に 留意し， 維持 及び 管理す る ことが 望ましい。 

(1) 光源の 点灯 状態の 点検 

(2) 光源の 個別 的 集団 交換 

(3) 照明器具の 取 付 状態の 点検 

(4) 照明 用 ボールの 点検， 補修 

(5) 配線 及び 点滅 装置の 点検， 補修 

(6) 照明器具の 清掃 
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付表 1 運転者に 対する 道路 照明の 基準 



道路の 種類 


交通の 種類と 自動車 交通量 


平均 路面 

輝度 Lr( 2 ) 

Ccd/m'O 


総合 均斉 
度 ひ。 


車線 軸 均 

斉度 m 


グ レア コ ン 
ト 口 ールマ 
ーク G( 3 ) 


上下線が 分離され， 交差 部 はすべ て 立 
体 交差で， 出入が 完全に 制限され てい 
る 道路 


主と して 夜間の 自動車 交通量の 多い 高速 
自動車 交通 


2 


0.4 


0.7 


6 


自動車 交通 専用の 重要な 道路。 多くの 
場合， 速度の 遅い 交通 用に 独立した 車 
線， 歩行者 用の 道路な ど を 伴う。 




2 


0.4 


0.7 


5 

—— 


重要な 都市部 及び 地方 部の 一般 道路 


主と して 夜間の 自動車 交通量の 多い 中速 
自動車 交通， 又は 自動車 交通量の 多い 中 
速の 混合 交通 


2 


0.4 


0.5 


5 


市街地 若しくは 商店街 内の 道路 又は 
官庁街に 通じる 道路。 ここで は 自動車 
交通 は， 交通量の 多い 低速 交通， 歩行 
者 交通な どと 混合され ている。 


主として 夜間の 交通量が かなり 多く， そ 
の 大部分が 低速 交通 又は 歩行者で ある 
ような 混合 交通 


2 


0.4 


0.5 


4 


住宅地 域 （住宅 道路） と 上記の 道路 を 
結ぶ 道路 


比較的 低い 制限速度と， 主として 夜間， 
中程 度の 交通量が あ る 混合 交通 ひ） 


1 


0.4 


0.5 


4 



注 O 道路の 周辺の 照明 環境が 暗い 場合に は， の 値 を^-としても よい。 



C) 道路の 周辺の 照明 環境が 暗い 場合に は， G の 値 を 1 増加させる ことが 望ましい。 

ひ） 交通量が 少ない 場合に は， ん r の 値 を-^ としても よい。 ただし， 注 ( 2 ) の 規定に かかわらず， レの値 を 0.5cd/m 2 未満 

にす る こと はでき ない。 



付表 2 歩行者に 対する 道路 照明の 基準 



夜間の 歩行者 交通量 


地 域 


照 度 （lx) 


水平面 照度 ひ） 


鉛直 面 照度 ( 6 ) 


交通量の 多い 道路 


住宅地 域 


5 


1 


商業地 域 


20 


4 


交通量の 少ない 道路 


住宅地 域 


3 


0.5 


商業地 域 


10 


2 



注 ひ） 水平面 照度 は， 歩道の 路面 上の 平均 照度。 

( 6 ) 鉛直 面 照度 は， 歩道の 中心 線 上で 路面 上から 1.5m の 高さの 道路 軸に 対 
して 直角な 鉛直 面 上の 最小 照度。 



付図 1-1 照明器具の 取 付 高さ， 才一バ ハンゲ 及び 傾斜角 度 




為 



0： 



W 



W ： 車道 部 幅員 （m) 
H ： 照明器具の 取 付 高さ （m) 
"\ Oh ： オーバ ハング （m) 

e ： 傾斜角 度 （度） 



付図 1-2 照明器具の 配列 



(a) 片側 配列 



(b) 干 鳥 配列 



(c) 向 合せ 配列 




S ： 照明器具の 間隔 （m) 



付図 2-1 同程度の 幅員 を もつ 道路の 十字路の 照明器具の 配置 例 
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S ： 一般 部の 照明器具の 間隔 （m) 
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付図 2-2 T 字路 における 照明器具の 配置 例 
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凡 例 
• 最も 重要 

© 重要 

q 補足 (S ，暴の) 

® 連続 照明 h 

S ： 一般 部の 照明器具の 間隔 （m) 
W ： 車道 部 幅員 （m) 



付図 3 横断歩道 付近の 照明器具の 配置 例 （一般 部に 照明 施設の ない 場合) 
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凡 例 
© 主要 

© 補 足 （車道 幅員の 広い とき） 

S ： 一般 部の 照明器具の 間隔 （m) 
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附属 書 路面 輝度 測定 方法 

1. 適用 範囲 この 附属 書 は， 路面の 平均 輝度 （平均 路面 輝度） 及び 部分 輝度の 測定 方法に ついて 規定す る。 

2. 平均 輝度の 測定 方法 

2.1 測定 範囲 及び 測定 対象 測定 範囲 は， 特に 指定がない 限り， 輝度 計の 前方 60 m から 160 m の 範囲の 車道の 

乾燥した 路面と する。 測定 対象に は 分離 帯な ど， 車が 通行し ない 道路の 部分 は 含まない ものと し， 分離 帯な どの ある 道 
路 では， 分離 帯な どで 分離され た 路面 個々 について 独立 的に 測定 を 行う ものと する。 

2.2 輝度 計 測定に 使用す る 輝度 計 は， 附属 書 図 1 に 例示す るよう な 測定 対象の 路面の 透視図 形に-一致 する 台形 
の 測定 視野 を もつ 平均 輝度 計と する。 ただし， 直径 6 分 以下， 2 分 以上の 円形の 測定 視野 を もつ 通常の 輝度 計 を 使用し 
て もよ い。 

2.3 輝度 計の 基本 位置 

(1) 平均 輝度 計 を 使用す る 場合に は， 測定に 使用す る 平均 輝度 計の ヘッドの 基本 位置 は， 路面 上の 高さ 1.5m， 
測定しょう とする 路面の 幅員の 左から ふの 点 を 原則と する （附属 書 図 1 参照）。 

(2) 通常の 輝度 計 を 使用す る 場合に は， 輝度 計の ヘッドの 基本 位置 は， 路面 上の 高さ 1.5m， 2.4 測定 方法に 
定める 路面 上の 格子の 交点 （測定 点） から 道路の 軸に 平行な 距離 90m の 位置と する。 

2.4 測定 方法 

(1) 平均 輝度 計 を 使用して 平均 路面 輝度 を 測定す る 場合に は， 測定 対象の 路面の 部分と， 輝度 計の 測定 視野 を 正 
確に 一致 させた 後， 道路に 沿って 配列され ている 照明器具の 列の いずれ か を 任意に 選び， 附属 書 図 2 に 例示 
する ように 連続して 配列され ている 二つの 照明器具に 挟まれる 路面の 区間 （標準 区間と いう。） を 4 分割し， 
台形の 測定 視野の 底辺 を これら 4 分割した 各 線に 一致 させながら 附属 書 図 2 の A， B, C, D の 測定 領域 そ 
れぞれ に 対応す る 平均 輝度 を 測定す る。 この場合， 附属 書 図 1 に 示す ように， 台形の 測定 視野の 底辺と 輝度 
計の ヘッドとの 距離 は 60m とする。 これら 4 回の 平均 輝度の 算術平均 を 平均 路面 輝度と する。 

(2) 通常の 輝度 計 を 使用して 平均 路面 輝度 を 測定す る 場合に は， 2.1 の 規定に かかわらず， 平均 路面 輝度の 測定 
対象と する 路面 を 含む 任意の 標準 区間 を 一つ， （1) に準じて 選び， この 区間の 路面 輝度の 平均値 を 平均 路面 
輝度と する。 

平均 路面 輝度の 測定に 当たって は， この 標準 区間の 路面 を 道路の 長さ 方向 及び 幅 方向に それぞれ 等 間隔の 
格子に 分割し， その 交点 を 測定 点と し， その 路面 輝度 を 測定す る。 この場合， 輝度 計の 位置 は， 測定 点から 
90m —定と し， 輝度 計の 測定 軸 を 道路の 軸に 平行 させながら， 測定 点の 場所に 応じて 路面 上 を 前後 • 左右 
に 移動 させ， 各 格子 上の 測定 点の 輝度 を 測定し， その 値の 相加平均 値 を 平均 路面 輝度と する。 

3. 部分 輝度の 測定 方法 

3.1 対象範囲 及び 測定 対象 特に 指定がない 限り， 路面 上， 道路の 長さ 方向に 3m， 幅 方向に 0.3m の 大きさ を 

もつ 乾燥した 路面と する。 

3.2 輝度 計 平均 路面 輝度に 使用す る 輝度 計 を 準用す る。 平均 輝度 計 を 使用す る 場合に は， 附属 書 図 3 に 例示す 
る 台形 又は これに ほぼ 相似形の 大形の 台形に 一致す る 測定 視野 を 有する 平均 輝度 計 を 原則と する。 通常の 輝度 計 を 用 
いる 場合 は， 視角 直径 6 分の 測定 視野 を もつ こと を 原則と する。 

3.3 輝度 計の 基本 位置 路面 上 1.5m の 位置と し， 測定 点 を 通る 道路の 軸に 平行な 線 上， 測定 点から 90m の 点 を 
原則と する。 ただし， 平均 輝度 計 を 用いる 場合に は， 測定 視野の 大きさに 応じて， 輝度 計のへ ッ ドの 高さ を 低く， これ 
と 比例 的に 測定 点までの 距離 を 縮小しても よい （路面に 対する 測定 角 を 約 1 度と する こと）。 

通常の 輝度 計 を 用いる 場合に は， 視角 直径 6 分の 円形 視野に 対して は， 輝度 計のへ ツ ドを 路面 上 0.15m の 高さと し， 
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測定 点 より^ 5 m の 距離 か ら 測定す る。 

3.4 測定 方法 路面 上の 輝度 分布 を 測定す る 場合， その 測定 方法 は， 使用す る 輝度 計の 種類に かかわらず， 2*4 
(2) の 通常の 輝度 計 を 使用して 平均 路面 輝度 を 測定す る 方法 を 準用す る。 ただし， 平均 輝度 計 を 使用す る 場合に は， 測 
定 視野 を 測定 対象の 路面の 部分に 正確に 一致させる ものと する。 

最大 又は 最小 輝度 を 測定す る 場合に は， 平均 輝度の 対象と なる 路面 全体 を視感 的に 観測し， 最も 明るく 又は 最も 暗 
く 見える 場所の 付近の 数 点で， この 範囲の 大きさの 路面の 輝度 を 測定す る。 
4. 測定に 当たっての 留意 事項 

(1) 空気 中の 粉 じん （塵)， 霧， 煙な どに よって 測定 結果に 誤差 を 生ずる ことがあ るので， 注意 を 要する。 

(2) 使用す る 輝度 計 は， 分光 感度， 直線 性， 偏光 特性， 温度 特性， 湿度 特性な ど 通常の 輝度 計に 要求され る 特性 を 
満足す る もので なければ ならない。 

附属 書 図 1 平均 路面 輝度の 測定 視野の 例 




測定 対象 路面の 幅員 ：\A/ 
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道 路 照 明 基準 解説 

規格 改正の 目的 及び 経過 我が国で 本格的な モータリゼーションが 進行し， 自動車 及び 自動車 交通の 価値 • 効用に 対 

する 認識が 一変 したの は 昭和 30 年代の 終わ りから 昭和 40 年代の 初めで あ つ た。 こ れを 契機 と して 道路 網 及び 交通 安 
全 施設の 整備， 近代化が 急ピッチで 進められた。 

道路 照明 もこの ひとつで あつたが， この 当時， 我が国に は 公的な 道路 照明の 基準がなかった ために 学術 的 • 技術的な 
研究 を 基礎と した 道路 照明の 基準の 制定が 強く 望まれて いた。 これに こたえて， 制定され たのが JIS Z 9111 - 1963( 道 
路 照明 基準） である。 その後， 技術' 研究の 進歩に より， 昭和 44 年に この 基準が 改正され て JIS Z 9111-1969 とな 
つた。 同年に は， 横断歩道の 整備と と も に 直射 式 横断歩道 照明 を 対象と した 基準 JIS Z 9114-1966 (横断歩道 照明 基 
準） が 制定され た。 

これらの 基準 は， 建設省の "道路 照明 施設 設置 基準" を 始めと する 道路 関係 公団な どの 道路 照明 設計 指針な どの 基礎 
となり， 我が国の 道路 照明 技術の 進歩に 大きく 貢献した。 この結果， 各種の 交通安全 施設と 並んで 道路 照明 施設が 次第 
に 充実され てきた が， 昭和 47 年 秋に 突発した エネルギー 危機に 際して 道路 照明 は省ュ ネル ギ— の 対象と なり， 道路 照 
明 の 推進に 対す る 関心 はこれ 以降 低下 し た。 

一方， 昭和 40 年代 モータリゼーションの 進行と ともに 交通事故が 急激に 増加し， 社会的な 問題と なった が， 道路 網- 
交通安全 施設が 整備され るに 伴い 増加の 勢い は 弱ま り， 昭和 45 年 を ピークと して その後， 年々 減少した。 し 力、 し， 最近 
に 至って， 交通事故 は 再び 増加の 傾向 を 現し 始めた。 このな かで 特に 注目すべき は， 日中の わずか + しか 交通量の ない 
夜間の 交通 死亡 事故の 増加率が 昼間の それ を 上回り， 昭和 55 年 以降 夜間の 死亡 事故 発生 件数が 日中の それ を 上回る よう 
になった 事実で ある。 この こと は， 夜間の 道路交通の 危険性が 非常に 高い こと を 示す とともに， 道路 照明な ど 夜間 交通 
の 安全性の 確保に 効果の ある 交通安全 施設の 重要性が ますます 高くな りつつ ある こと を 意味して いる。 

世界 各国での 調査に よれば， 効果的な レベルの 道路 照明 を 設置す る ことによって， 夜間の 交通事故 率 はかな り 大幅に 
減少す る ことが 明らかになって おり， 交通量の 多い 道路で は 交通事故の 減少に よる 国家的 利益が， 道路 照明の 建設， 維 
持 コスト を かなり 上回る といわれ ている。 このため 各国と も 道路 照明の 設置に は 極めて 積極的で あり， 例えば， ベル ギ 
—では， 高速道路 を 含む すべての 自動車 道路に 完全な 連続 照明 を 設備す るに 至ってい る。 

これらの 状況に 立脚し， 最新の 研究 成果， 実施 上の 結 験 を 結集 するとと もに， 国際的な 照明 基準との 整合 を 図り， JIS 
Z 9111 - 1969 を 改正す る こ とに した ものである。 この 改正に 当たり， 従来， 独立の 基準であった JIS Z 9114-1969 
に 定められた 直射 式の 横断歩道 照明が 最近 ほとんど 使用され なくなつ ている 実態 を 考慮し， この 基準 を 廃止して JIS Z 
9111 に 包含す る ことにした。 

一方， 路上 強盗， ひったく り， 痴漢 行為， 青少年の 非行， 婦女 誘拐， 自動車に よる ひき 逃げな どの 悪質な 犯罪が 夜間， 
照明の 不完全な 暗い 路上で 多発して いる。 この 背景に は， 従来 この種の 道路の 照明の 基準がなかった ため， 我が国の 大 
部分の 都市の 街路 照明 は， "防犯 灯" と 呼ばれる ような 戦後 比較的 犯罪の 少なかった 時代の "歩く 道 を 示す" 又は "つ 
まずかないで 安全に 歩け る" 程度の 低い 照明 レベルに あ り， 犯罪 防止 効果 を 得る に は 程遠い 状態に ある ことが 考えられ 
る。 この 意味で 今回の 改正に 当たって は， この種の 街路の 照明 を 含める ことと した。 

1. 適用 範囲 従来の JIS Z 9111 は 自動車 道路 だけ を 対象と し， 歩行者の 通行す る 一般の 街路の 照明に ついては 適 
用 範囲 外で あつたが， 今回の 改正に より， 一般の 歩行者の 通行す る 街路 も 適用 範囲に 含む ことと した。 この 基準 は， 制 
定 後に 新設 • 改修され る 道路 照明 施設の 設計' 維持に 適用す る。 ただし， ト ン ネルに ついては 主要な 視覚 的 問題が 昼間 
にあり， 照明に 対する 要求， 設計の 技術と も 道路 照明と は 大きく 異なる ため， 従来 どおり 独立の 基準 を 適用す る ものと 
した。 したがって 夜間 だけに 必要性の ある 歩行者 用の 比較的 短い 地下道な どの 照明に は JIS Z 9111 を 準用して 差し 
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支えない。 
2* 用語の 意味 
2.1 道路 関係 

(1) 道 路 道路交通法での" 道路" は， 一般 交通の 用に 供す る 場所に なって おり， 主として いわゆる 公道 を 指 
す ものと 考えられ るが， 本 基準で はこれ を 広く 解釈して 企業の 構内 道路な どの 私道 を 含む ものと する。 

(2) 道路 利用者 道路 利用者に は 本文に 示した 歩行者と 車両の 運転者の ほか， バス や タクシーの 乗客， 車両の 同 
乗 者な ど 種々 の 人々 が 含まれる。 し 力、 し， 道路 照明 は 道路 を 通行す る 際に 必要な 視覚 情報 を 与える ことに 主 
たる 目的が あるので， この 基準での 道路 利用者 を 歩行者と 車両の 運転者に 限定した。 歩行者に は 自転車の 利 
用 者 や 車い すに よる 通行 者な ど を 含み， 車両の 運転者に は 自動車の ほか， 自動 二輪車， 原動機 付 自転車な ど 
の 運転者 を 含む ものと する。 

(3) — 般 部 前方に 障害物がない 限り 特別な 運転 操作 を 必要と しないで 走行で きる 道路の 部分 をい う。 一般に 
は， 道路の 幅員 構成が 一様な 道路の 部分で あり， 単線の 増減 部 や 横断歩道， 交差点， 合流 点 • 分流 点， 急激 
な 曲線 部な どの 道路 部分 を 除く ものと する。 

(4) 車道 幅員 車道の 幅員に 関する 用語に は， 解説 図 1 に 示す ように， 車線 幅員， 車道 幅員， 車道 部 幅員が あ 
る。 車線 幅員 は， レーン マークで 区画され た 車両の 通行す る 一車 線の 幅員 をい う。 車道 幅員 は 車両が 通行す 
る 道路の 部分の 幅員 をい い， 路面 輝度の 計算' 測定 は， この 車道 幅員 を 対象と する。 車道 幅員 は， 原則と し 
て 車線 幅員 x 車線 数で あ る。 側带ゃ 路肩の 路面 は 車道 路面 と 舗装が 異な る ことがあり， 同 じ 照明 条件で も 異 
なった 輝度と なること が 多い ので， これらの 幅員 は 路面 輝度の 対象外と した。 分離 帯 や 植樹 带 などに よって 
車線が 分離され ている 場合 は， 分離され た 車線 部分 ごとの 車道の 幅員 を 車道 幅員と する。 

車道 部 幅員 は， 車道 と 中央 帯 及び 路肩 を 含めた 車道 部の 幅員 を L 、 う 。 



解説 図 1 車線 幅員， 車道 幅員， 車道 部 幅員の 関係 
(4 車線の 道路の 例) 



車道 部幅& 




2.2 照明 関係 

(1) 路面 輝度 路面の 輝度 は， 同じ 照明 条件で も， 路面 を 見る 方向に よって 異なり， 例えば 同じ 道路で も 自動車 
の 運転者の 見る 路面の 輝度と 横断歩道 を 渡ろ う と している 歩行者の 見る 路面の 輝度と は 全く 異なって いる。 
一般に は， 自動車の 運転者の 見る 路面 輝度の 方が 低い。 このため， この 基準で は 運転者の 目の 位置 を 代表す 
る 点から 測定した 輝度 を 路面 輝度と した。 

(2) 総合 均斉 度 路面 輝度の 分布が 一様で ない 場合， 輝度が 低い 部分 を 背景と した 対象 物 （又は その 一部） が 見 
えに く く なる。 このような 路面 上の 対象 物の 見え 方に 影響す る 路面 輝度の 分布の 一様 性の 程度 を 表す 均斉 度 
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を 総合 均斉 度と いう。 

〔3) 車線 軸 均斉 度 路面の 車線 軸 方向での 輝度の 分布が 一様で ない と， 路面が 明暗の しま （縞） で 覆われ， 不快な 
視 環境に な る ことがある。 このよう な 路面の 見かけの し まの 明暗の 強さの 程度 を 表す 均斉 度 を 車線 軸 均斉 度 
という。 

(4) グ レア コントロール マーク 視野 内に， 光源な ど その 周囲より 輝度の 高い 物体が あるとき， この 物体の 明る 
さに 対して 感じる 感覚 をグ レアと いう。 物体の 輝度が 著しく 高い と， それによ つて 不快 感を 生じたり， その 
周辺の 物が 見えに くくな つたり する ことがある。 前者 を 不快 グ レア， 後者 を 減能グ レアと いう。 

道路 照明に よる 不快 グ レアの 程度 は， 道路 照明器具の 輝度 及び その 見かけの 大きさ， 視野の 輝度 レベル， 
視野 内の 道路 照明器具の 位置， 数な どに 関係す る。 グ レア コントロール マーク は 道路 照明器具 による 不快 グ 
レア を 制限して いる 程度 を 表す もので， グ レア コントロール マークの 値が 大 きくなる ほど グ レ ァ は少 な L 、。 

(5) ポール 照明 方式 道路に 沿って ボール 上に 照明器具 を 配置す る 照明の 方式 をい う。 この 方式の 利点 は 道路の 
線形に 応じた 照明器具の 配置 • 配 列が 可能と なる ため， 道路に 照明 を 集中し， 曲線 部な どでの 優れた 誘導 性 
を 得る ことができる ことに ある。 一般に ボールの 高さが 15m 以下と なること が 多い ので， 照明の 効率が 高 
い。 このため， この 照明 方式 は 最も 広く 用いられ ている。 ただし， 見通しの よい 場所に 大規模な 交差点な ど 
が ある 場合に は， 視野 内に ボールが 林立し， 誘導 性 又は 美観が 損なわれる おそれが ある。 

(6) ハイ マスト 照明 方式 広い 場所 全体 を ほぼ 一様に， 道路の 線形に ほぼ 無関係に 照明す る 照明の 方式 をい う 
(ハイボール 照明 方式， ハイ タワー 照明 方式 ともいう。）。 料金所 広場， 駐車場な どの 広場， 又は ジャンク シ 

ヨン， インタ— チェンジ など 道路が 広い 範囲に 複雑に 交差， 合流' 分流す る 場所の 照明に 適する。 マストの 
数 を 少なく する ために 一般に 高さ 15m 以上の 高い マス トに 照明器具 を 取り付ける ことが 多い。 

この 方式の 利点 は 道路 だけでなく， その 周辺 全体 も 明るく 照明され るので， 運転者の 見通せる 視野が 広く 
なり， 路面と 同時に その 周辺の 情報 も 得られる ことに ある。 このため， 運転者 は 道路の 構造 や 交通の 状況 を 
遠方から 知る ことができ， 運転 操作 を 円滑に 行う ことができる。 さらに， 複数個の 照明器具が 各 マストに 取 
り 付けられ ている ため， 複数の 照明器具からの 光が 各 場所 を 照明し， 一部の 光源が 点灯し なくなった 場合の 
影響が 少ない こと， 道路から 離れた 場所に マスト を 設ける ことができ るので， 交通に 支障 を 与える ことなく 
維持 管理 作業が 行える ことで ある。 
3. 道路 照明の 目的 "主として， 夜間に' …… " と "主として" を 入れた の は， 薄明 時， 薄暮 時， 気象 急変 時な どの 
夜間 以外に 道路 照明が 必要な 場合の ある こと を 考慮 した も の であ る。 

道路 照明の 主要 目的 は， （1) 道路 視 環境の 改善， （2) 交通事故の 防止， （3) 道路 犯罪の 防止で ある。 

(1) 道路 視 環境の 改善 道路 照明に よって 道路 利用者 （車両の 運転者 及び 歩行者な ど） の視 環境 を 改善 するとい 
うこと に は， 二つの 意味が ある。 一つに は， 道路 利用 両者が 道路 を 利用す る 場合に 必要な 視覚 情報が 十分な 
時間 的 余裕 を もって 知覚で きる ような 照明 環境 を 作る ことで ある。 今一つ は,. 道路 利用者が 必要と する すべ 
ての 視覚 情報 を 知覚で き るであろう という 安心感が もて るよう な 照明 環境 を 作る こ と であ る。 
車両の 運転者が 必要と する 視覚 情報に は， 次の ような ものが 含まれる。 

(a) 道路 上 及び 道路 周辺の 障害物 又は 歩行者な どの 存否 及び 存在 位置 

(b) 道路の 幅員， 道路の 線形な どの 道路 構造 

(c) 自 車の 存在 位置 及び 進行 方向 

(d) 道路 上の 特殊 箇所 （交差点， 分岐点， 屈曲部な ど） の 存否 

(e) 路面の 状態 （乾 潤， 凹凸な ど） 

(f) 他の 自動車の 存否 及び 種類， 速度， 移動 方向 
Cg) 道路 周辺の 状況 
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(h) 道路標識， 道路 表示， 信号， 道路 情報 表示 装置な どの 表示 内容 
また， 歩行者が 必要と する 視覚 情報に は， 次の ような ものが 含まれる。 

(a) 道路 上の 障害物の 存否 及び 存在 位置 

(b) 接近して くる 車両の 存否 及び 種類， 速度， 移動 方向 

(c) 他の 人の 存在， 挙動 及び 顔の 識別 （知人 か 否か） 

(d) 道路標識， 道路 表示， 信号の 表示 内容 

(2) 交通事故の 防止 交通事故 のうち 死亡 事故の 50% 以上 は 夜間に 発生して おり， これらの 多く は 安全運転に 必 
要な" 視覚 情報" の 不足に 起因して いると 考えられる。 

解説 表 1 は， 1975 年に CIE (国際 照明 委員会） の TC-4.6 (道路 照明 技術 委員会） 力、 道路 照明の 設置が 
夜間の 交通事故の 防止に 及ぼす 効果に ついての データ を 世界 各国から 収集して まとめた 結果で あ り， 解説 表 
2 は， ほぼ 同時 期に 我が国の 名神高速道路 において 道路 照明の 設置 効果 を 調査した 結果で ある。 これらの 調 
查 では， 同時に 行われた， 路面 その他 道路 そのものの 改修に よる 効果 を 除く ため， 照明の 新設 • 改修の 前後 
各 1 年間に わたる 昼間， 夜間の 交通事故の 比 を 求めて いる。 この結果， いずれの 場合 も 道路 照明に よって 夜 
間の 交通事故が 大幅 に 減少 した ことが 示されて いる。 

いずれの 場合 も 重要な こ と は， 道路 照明が 十分な 効果 を 示す に は 適切な レベルの 照明が 設けられる こ とが 
前提で あり， 設計の 不完全な 照明， 維持の 不完全な 照明で は 効果が 得られな いという ことで ある。 



解説 表 1 諸外国に おける 道路 照明の 設置 又は 改善 効果の 例 



道路の 種類 


国 名 


夜間 事故 減少 率(％) 


交通事故の 種類 




アメリカ 


40 


全 事故 


高速道路 




52 


死亡 及び 重傷 事故 




アメリカ 


62 


全 事故 




イギリス 


76 


全 事故 




イギリス 


38 


全 事故 


地 方 部 


イギリス 


53 


全 事故 




61 


死亡 及び 重傷 事故 


幹線道路 


イギリス 


44 


全 事故 




イギリス 


30 


全 事故 




イギリス 


38 


全 事故 






45 


歩行者 事故 




イギリス 


23 


人身事故 以外の 事故 






30 


全 事故 




スイス 


36 


全 事故 


市街 道路 




57 


歩行者 事故 




ォ一ス トラ リア 


21 


歩行者 以外の 事故 






29 


全 事故 




イギリス 


30 


全 事故 




イギリス 


33 


全 事故 
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解説 表 2 日本に おける 道路 照明の 設置 効果の 例 （名神高速道路） 





期 間 


照明 設置 前 (件） 


照明 設置 後 (件） 


夜間 事故 減少 率 


天候 • 尽夜 、 




1971 年 （1 年間） 

1 ゾ ■ 丄 『 \ 丄 〗 1 口 J ノ 


1972 年 1 年間） 

ム 1 乂丄 1 1ロ」 ノ 


(%) 

V /o ノ 


晴 • 曇 


昼 


64 


78 


62 


(路面 乾燥） 


夜 


60 


28 


雨 • 雪 


昼 


45 


57 


46 


(路面 湿潤） 


夜 


35 


24 


合 計 


昼 


109 


135 


56 


夜 


95 


52 



(3) 路上 犯罪の 防止 近年， 婦人， 子供， 高齢者な どの， いわゆる "弱者" を 対象と した 強奪， 脅迫， 誘拐， 性 
犯罪な どの 犯罪が 増加しつつ ある。 これらの 犯罪の 起こる 場所 は 様々 であるが， 総 じて 昼間より 夜間， 明る 
い 場所より 暗い 場所で ある。 

この こと は， 1973 年 暮れから 1974 年に かけての， いわゆる 石油危機の 際に， 各国で 道路 照明が 消灯され 
たり， 削減され たと き， これらの 国々 で 夜間の 犯罪が 激増した ことから も 知る ことができる。 

CIE TC 4-03 ( 街路 照明 技術 委員会） の 報告に よると， 例えば， イギリスの プリンストンで はこの 期間 中， 
照明の 削減が 行われなかった 前年に 比較して， 押 込 強盗が 100%, 自動車からの 窃盗が 59% 増加し， ィ ギリ 
スの ラン カシャ では， 家宅 侵入 犯罪が 65%， 商店 侵入 犯罪が 66%， 自動車からの 窃盗が 13%, 強盗が 25%, 
商店な どからの 窃盗が 65°/ 増加した と 報告され ている。 一方 アメリカ では， 適切な 街路 照明の 設置に よつ 
て， ニューヨーク では， 破壊 行為が 50〜80%， デトロイト では， 路上 犯罪が 55%， ワシントン DC では， 
強盗が 85%， シカゴで は， 強盗が 85%， 自動車からの 窃盗が 10%, ひったくりが 30%, セント ルイスで 
は， 自動車からの 窃盗が 29%， 商店に 対する 押 込 強盗が 13% 減少した と 報告され ている。 

これらの 犯罪 統計 は， いずれも その 国の 治安 状態に 影響 を S ける ので， これらの 数値 を そのまま 日本に 適 
用す る こと はで きないと 考えられ るが， 次の 例 を 併せ考え ると， 街路 照明が 夜間の 犯罪 防止に かなり 貢献し 
ている こと は 共通して いると いえる。 

我が国の 照明 学会が 調査した 結果に よると， "ひったくり" の 多く は， 低い レベルの 街路 照明の 場所で 発 
生して おり， その 理由 は， 低い レベルの 街路 照明で は， 一般の 歩行者に は 接近して くる 人が 犯意 を もってい 
るか どうか を 判断したり， 又は 逃亡しょう としてい る 犯人の 特徴 を 認識す るた めに は 十分な 視覚 情報が 与え 
られ ない にもかかわらず， 暗い 場所に 潜む 犯意 を もつ 者に は 通行 中の 歩行者の いずれ を 犯行の 対象と する か 
選択す るのに 十分な 視覚 情報が 与えられ るからで あると している。 したがって， 路上 犯罪 を 防止す るた めに 
は 歩行者に 十分に 効果の ある 照明 を 設置す る ことが 重要で ある。 
4. 道路 照明の 要件 

4.1 自動車の 運転者に 対する 要件 原動機 付 自転車に 対する 道路 照明の 要件 を， 運転者に 対する 照明 要件と して 一 

括して 取り扱った 理由 は， 原動機 付 自転車 は いわゆる 自転車に 比べて 走行 速度が 速く， その 運転者が 必要と する 視覚 情 
報 は， 自動車の 運転者が 必要と する 視覚 情報に 近いた めで ある。 

(1) 路面 輝度 及び 均斉 度 今回の 改正で は， 道路 照明の 要件と して， 路面 輝度に 加えて， 路面 輝度の 総合 均斉 
度と 車線 軸 均斉 度の 二つ を 定めた。 

路面 輝度 は 道路 照明の レベル を 左右す る 最も 基本的な ものである。 道路 利用者が 視覚 情報 を 十分 前方から 
知覚で きる ように するとと もに， 道路の 線形， 路肩 を 示し， 同時に 障害物が 存在して いないと きに 見えに く 
いので はなく "存在し ない こと，， を 確信で き， 前方 路面に 過剰に 精神 を 集中 させなくても 安心して 安全に 車 
両を 走行させる ことができる だけの 輝度が 必要で ある。 
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路面 輝度の レベル は 道路 照明 施設の 建設 • 維持 • 電力の コス トに 直接関係す るので， 1940 年代から 現在 ま 
で 約 50 年に わたって 我が国 はもち ろん， 世界的に 研究され てきた 結果， 今日で は 本体 付表 1 に 示す ような 
値が 必要で ある ことが 世界的に 一致し， CIE の 勧告の 基礎と なって いる。 したがって， 効果の ある 道路 照 M 
を 施設す るた めに は 本体 付表 1 のよ うな 路面 輝度 を 与える こ とが 極めて 重要で ある。 

路面 輝度の 値が 基準 を 満足して いても 路面 上の 輝度 分布が 一様で ない と， 路面 上に 必ず 暗い 場所が でき， 
この 暗い 場所 を 背景と する 路面 上の 障害物 （又は その 一部分） が 見えに く くな つたり， その 道路 を 走行す る 
運転者に 視覚 的な 不快 感を 与えたり する。 このため 路面 上の 輝度 分布 は， できるだけ 一様で ある ことが 望ま 
しい。 

路面 上の 最小 輝度と 平均 輝度の 比で 表される 総合 均斉 度 lh と 平均 路面 輝度 レ と， 障害物の 見え 方との 

間に は 密接な 関係が あり， 解説 図 2 に 示す ように 障害物の 視認に 必要な 平均 路面 輝度 は， 総合 均斉 度 
Uo の 自乗に 反比例す る ことが 実験的に 明らかにされ ている。 

また， 総合 均斉 度 を 満足して いても 車線 軸 均斉 度 を 満足して いないと， 路面の 輝度 分布が 明暗の しまの 強 
いむらの ある ものに 見え， 不快な 視 環境になる。 

解説 図 2 平均 路面 輝度と 総合 均斉 度の 関係 
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(2) 照明器具の ゲ レア 道路 照明の グ レアに は， 減能グ レアと 不快 グ レアと が あるが， 一般の 道路 照明に よる 減 
能グ レア は 対向す る 自動車の 前照灯に よる 減能グ レアに 比べる と 無視で きる 程度に 少ない。 一般に， 不快 グ 
レアが 適切に 制限され て I 、る 照明 施設に おいて は， 照明器具に よ る 減 能 グ レ ァ は 無視で きる ので， 本 基準で 
は 不快 グ レア だけ を 取り扱う ことと した。 

(3) 照明器具の 配置 • 配列 車両の 運転者 は， 数秒ない し 数十 秒 後に 前方 道路で 起こる であろう 状況 を 予測し な 
力 こら 車 を 進行 させて いる。 このような 将来の 予測に 対して， 道路 照明 は 次の ような 効果に よって 予測 を 容易 
• 正確に する。 

(a) 道路の 前方の 見通し 距離 を 長く する。 

(b) より 遠くの 車線 表示， 誘導 標識な ど を 見やす くす る。 

(c) 照明器具 を 道路の 線形に 沿って 適切に 取り付ける こ とに よって 前方の 道路の 線形の 変化 を 示す。 

(4) 照明 施設の 景観への 配慮 照明 施設 は， 夜間の 照明 効果 を 得る こと を 目的に 設置され る もので は あるが， 昼 
間の 道路の 景観に も 重大な 影響 を 与える。 したがって， 照明 施設の 設置に 際して は， 景観 を 損なう ことなく 
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周辺との 調和 を 図る ことが 必要で ある。 このため 光源の 光 色， 照明器具の グ レア， 照明器具の 配列， オーバ 
ハング， 照明 柱の デザイン， 配列な どに ついて 以下に 述べる ような 事項に ついて 配慮す る ことが 望ましい。 

(a) 光源の 光 色 道路 照明 施設 は， 多数の 光源が 視野 内に 入る ので， これらの 光源の 光 色に 統一 性がない と 乱 
雑な 印象 を 与え， 景観 を 損なう。 したがって， 道路 照明に 使用す る 光源の 光 色 は， かなりの 区間に わたつ 
て 同一の 光 色と する ことが 望ましい。 

(b) 照明器具の デザイン 照明器具の デザイン は， 道路 照明 施設の 昼夜 間の 美観に 大きく 影響す る。 その 選択 
に当たって は， 器具 単体で はなく ボールと 組み合わせた ときの デザイン を 重視す る。 したがって， 照明器 
具の 大きさ • 形状， 照明 柱の 高さ 及び アームの 寸法， デザイン などとの 関連 をよ く 検討す る 必要が ある。 

(c) 照明器具の 光学 的 特性 見通しの よい 道路 照明 施設 は， はるか 遠方までの 多数の 照明器具の 輝きが 目に 入 
り， 夜間の 景観に 大きい 影響を及ぼす。 照明器具の 光学 的 特性のう ち 景観に 最も 影響 を 与える の は 水平 方 
向に 近い 輝度で ある。 照明器具の 輝度が 本体 4*1(2) により 制限され ている と 同時に， 全体として 各 照 
明 器具の 輝度が そろってい なければ ならない。 

(d) 照明 柱 照明 柱 は， 単体と して だけで はなく， それ を 道路に 連続して 設置した ときに， 全体として 調和 
のとれ た デザィ ン でなければ ならない。 照明 柱 や 照明器具の 好ましい デザィ ンの 在り方に ついては 英国 規 
格 （BS 5489) に 記載され ている。 これによ ると 照明 柱 は， できるだけ 細く， 地味で つやの ある 色彩 を も 
つもの がよ いとして おり， 必要に応じて 道路に 沿って 照明器具が 整然と 配列され るよう に ボールの 高さ， 
アームの 長さ を 個別に 調整 するとし ている。 

4.2 歩行者に 対する 要件 本 基準で 自転車 利用者 を 歩行者と して 取り扱った 理由 は， 自転車の 速度 は 歩行者の それ 
に比べる と 速い とはいう ものの 自動車の 速度に 比べる とかな り 低速で あり， 制動 停止 距離 も 短く， （3 転 車 利用者が 必要 
とする 視覚 情報 は， 歩行者に 必要な 視覚 情報に 近いた めで ある。 

(1) 路面の 照度 及び 照度 均斉 度 歩行者 や 自転車 利用者が， 市街地 や 住宅地な どの 道路 を 安全に 通行で きる ため 
に は， まず， 道路 上に 存在す る 障害物 や 路面 上の 凹凸. を 確実に 認識で きる ことが 必要で ある。 歩行者が 路面 
を 見る 角度 は， 自動車の 運転者と 異なり 比較的 大きく， 路面の 輝度と 照度と は 比較的 単純な 関係になる ので， 
この 基準で は 路面の 輝度で はなく 取扱いの 容易な 照度 （水平面 照度） を 規定した。 路面の 照度 分布が 一様で 
ない と 照度の 低い 場所に ある 障害物が 見えに く くなる ことがあ るので， 路面 上の 照度 分布 は できるだけ 一様 
にす る ことが 望ましい。 

(2) 道路 上の 鉛直 面 照度 道路 照明が 防犯 効果 を 発揮す るた めに は， ある 程度 離れた" 安全な" 位置から 道路 上 
に 存在す る 他人の 顔 やその 人の 動きが 明確に 認識で きなければ ならない。 このために は 人の 顔の 高さ 付近に 
おける 照度 を 十分 高く する 必要が ある。 人の 顔 や 動きの 認識の しゃす さは， 対象と なる 人の 位置に おける 半 
円筒 面 照度の 大小に よって 左右され るが， 現在， この 半円 筒 面 照度の 計算 • 測定 は 一般化して いないので， 
暫定的に 本 基準で は 鉛直 面 照度で 代用した。 

(3) 照明器具の ゲ レア 歩行者 は， 歩行 中， 車両の 運転者に 比べ 広い 範囲に 視線 を 移動させる 傾向が あるので， 
比較的 近距離に ある 照明器具が 視野 中心 付近に 入り やすい。 この場合， 照明器具の 輝度が 高い と 歩行者 は不 
快グ レア を 感じる と 同時に， 場合によって は視 機能の 一時的な 低下 を 招く。 不快 グ レアの 程度 は， 照明器具 
からの 光度， 照明器具の 見かけの 大きさ， 視野の 平均 的 輝度 レベルな どに 関係す る。 不快 グ レア を 生じない 
よ う にす るた めに は 照明器具の 輝度が 6000 cd/m 2 を 超えて はならない [CIE TC 4-03 (街路 照明 技術 委員 
会） の 報告書 "街路 照明 ガイ ド" （1987) による。]。 

(4) 光源 色， 演色性 光源 色と は， 点灯 中の 光源の 見かけの 色の ことで ある。 これに 対して 光源の 演色 性と は， 
その 光源で 照明 さ れた 物体の 色彩の 見え 方に 及ぼす 光源の 性質の こ と であ る。 

一般 照明 用 光源の 光源 色 は， 相関 色 温度 [K] で 表される。 光源の 相関 色 温度 は 照明 環境の 雰囲気に 影響 
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を 与える ので， 周囲 環境に 調和した 相関 色 温度の 光源 を 選定す る 必要が ある。 光源の 演色 性の 選択に 当たつ 
て は， すべての 色彩が 自然に 見える こ とが 望ま しいが， 効率 を 重視す るた めに 演色 性に 限度が ある 場合で も， 
歩行者の 肌色が 自然に 見える 光源 を 使用す る ことが 望ま しい。 
5, 道路 照明の 基準 

5,1 運転者に 対する 道路の 照明 基準 運転者に 対する 道路の 照明 基準 を， 一般 部の 直線 部， 曲線 部， 特殊 箇所に 分 
けて 示した の は， 運転者に 道路 状況 や 交通 状況 をより 適確に 把握させる ために， • 一般 部の 曲線 部 及び 特殊 箇所に おい 
て は， 直線 部に 比べて 照明器具の 配置 方法に 特別な 配慮が 必要と なる ためで ある。 

5,1,1 —般 部の 直線 部 本体 付表 1 に 示した 道路の 照明 基準 は， CIE の" 自動車 道路の 照明に 関する 国際 勧告 
(CIE Publication No. 12-2, 1977)" に 準拠した。 この 基準 は， 道路の 種類， 交通の 種類と 自動車 交通量に 対して 平均 
路面 輝度 L マ、 総合 均斉 度 ひ ，車線 軸 均斉 度 lh、 グ レア コントロール マーク G の 基準 を 示して いる。 

(1) 平均 路面 輝度 （ム） 本体 付表 1 に 示す 平均 路面 輝度 （ん） は， その 照明 施設に おいて 常に 維持され るべき 
値で ある。 その 値 は， 照明器具の 配 光 • 設置 条件， 路面の 反射 特性， 保守の 状態な どに よって 影響され る。 
平均 路面 輝度 （X r ) の 具体的な 計算 • 測定 方法 は CIE の "道路 照明に おける 照度 • 輝度の 計算と 測定に 
関する 技術 資料 （CIE Publication Np. 47, 1980)" に 示されて いる。 

本体 付表 1 の 注 ひ） で， 道路の 周辺の 照明 環境が 暗い 場合に， ム， を 各まで 低下 させても よいと したの 
は， 周辺の 照明 環境が 明るい 場合に 比べて 3 転 者の 視 機能の 低下が 少ないた めで ある。 

本体 付表 1 の 注 ひ） で， 経済性 を 考慮して 深夜に 交通量が 著しく 減少す る 場合に， ム7 を+ まで 減 灯さ 
せても よい ことと した 力、 深夜に も 交通事故 は 発生して いるので， 実態から 考える と， できる 限り 減 灯し 
ない こ とが 望ま しい。 また 注 ( 4 ) のた だし 書きに おいて， し は 0.5cd/m 2 未満と する こと はで きないと 
したの は， これ 以下の 照明 レベルで は， 道路 • 交通 条件の いかんに かかわらず， 道路 照明の 効果が 得られ 
ないた めで ある。 

本体 付表 1 の 照明 基準 は" 乾いた 路面" を 対象と した ものである。 CIE の "道路 照明に おける 照度. 輝 
度の 計算と 測定に 関する 技術 資料 （CIE Publication No. 47， 1980)" が 発行され ている ので， 照明 設計に 
当たって は， これ を 参照す る ことが 望ましい。 

(2) 総合 均斉 度 （び。） 及び 車線 軸 均斉 度 （^) 総合 均斉 度 （ひ。） は， 最小 路面 輝度ん min を 背景と した 対象 
物の 見え 方 を 維持す るた めに 規定した ものである。 

車線 軸 均斉 度 Wd は， 路面 上の 明暗の しまの 不快な 印象 を 避ける ために 規定した ものである。 
これらに ついての 本体 付表 1 の 値 は， いずれも 前述の CIE の 国際 勧告に よった。 

(3) ゲ レア コン トロール マーク G この 基準で ダ レアの 制限 を 規定す る ダレ アコ ン ト ロール マーク G は， CIE 
の "道路 照明 施設の ダ レアと 均斉 度に 関する 技術 資料 （CIE Publication No. 30.2, 1976)" に 準拠した も 
ので あり， 本文 中に 示す 計算 式に より 求める ことができる。 この 計算 式に よって 求めた G は， 下記の ダレ 
ァ 感覚に 対応す る。 

G=l "耐えられない" 
G=3 "邪魔になる" 
G-5 "許容で きる 限界" 
G=l "十分 制限され ている" 
G-9 "気にならない" 

本体 付表 1 では， 道路の 周辺の 照明 環境が 暗い 場合に， 同じ 道路 照明で も， 周辺の 照明 環境が 明るい 
場合に 比べて 道路 照明に よる グ レア を 強く 感じる ため， G の 値 を "1" 程度 大きく し， 制限 を 強く する こ 
と と した。 
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本文 中に 示す 計算 式に おける SLI (Specific Lantern Index) は， 照明器具の 固有の グ レア 特性 を 示す 
指数で あり， 固有 グ レア 指数と いう。 固有 グ レア 指数 は 次式で 表される。 

SL/=13.84-3.31 log / 80 +1.3{log(/ 80 // 88 )} 1/2 — 0.08 log(/ 80 // 88 ) + 1.29 IogF 

ここで， / 80 は， 照明器具から 放射され る， 道路 軸に 平行な 鉛直 面 内の 鉛直 角 80 度 方向の 光度 （cd)， / 88 
は 同様に 鉛直 角 88 度 方向の 光度 （cd)， F は 照明器具の 発光 面積 （m 2 ) であ る。 

(4) 照明 方式 照明 方式と して は， 通常の 道路に おいて は 照明 特性と 経済性の 両面から ポール 照明 方式 を 基本 
とした。 ただし， 道路の 構造， 交通 状況 等に 応じ， ハイ マスト 照明 方式， 構造 物 取 付 照明 方式， 力 テナ リ 
照明 方式な ど を 採用しても よい。 その 際に は 本 基準に 示す 本体 付表 1 の 道路 照明の 基準 を 満足す るよう に 
設計し なければ ならない。 

(5) 光 源 道路 照明 用の 光源と して は， 高圧 ナトリウムランプ， 高圧 水銀 ランプ， メタル ハラ イド ランプ， 
低圧 ナトリウムランプ， 蛍光 ランプが 使用され る。 これらの ランプの 特性な どに ついては， それぞれ 高圧 
ナ ト リ ゥム ランプに ついて JEL 206, JEL 207, 高圧 水銀 ランプに ついて JIS C 7604 (高圧 水銀 ラ 
ンプ ）， メタル ハ ライ ド ランプに ついて JEL 208， 低圧 ナトリウムランプ について JIS C 7610 ( 低圧 ナ 
トリウム ランプ）， 蛍光 ランプに ついて JIS C 7601 ( 蛍光 ランプ） に 規定され ている。 ただし， JEL は 
日本 電球 工業 会規 格で ある。 

光源 を 選定す る 場合に は， 下記の 事項 を 検討す る。 

(a) ランプと 安定器 を 含む 総合 効率 放電 ランプ は, それら を 始動し， その 点灯 状態 を 維持させる ために 安 
定器を 必要と する。 安定器 は， 電力 損失 を 伴う ので， 消費 電力 は， ランプの 消費 電力に この 安定器の 電 
力 損失 を 加えた ものと なる。 したがって， 使用す る ランプの 選択に 当たって は， ランプから 放射され る 
全 光束 （ランプ 光束） を 安定器 入力 電力で 除した 総合 効率 を 考慮し なければ ならない。 

(b) 寿命と 光束 維持 率 すべての 道路 照明 施設で は， 設置され た 直後から， ランプの 劣化 や， ランプ '器具 
の 汚れな どのた めに 路面 輝度 は 低下し 始め， ラ ン プの 交換 又は 清掃の 直前 ま で 続 く 。 道路 照明の 設計 
では， 本体 付表 1 に 示す 路面 輝度 を ランプの 取換え 又は 照明器具の 清掃の 直前で も 維持し なければ な 
らな いので， 寿命 中に 劣化に よる 光束の 減少の 大きい （光束 維持 率の 低い） ランプ を 使用す ると， 設計 
初期の 路面 輝度 を 高く しなければ ならず， 不 g 済と なる ことがある。 

(c) 光源 色と 演色性 光源の 光源 色 は, 相関 色 温度が 同じで あっても， 同一の 視野 内に ある 他の 光源 色の 影 
響 を 受け， 必ずしも 一定に は 見えない。 例えば， 相関 色 温度の 高い 青 味 を 帯びた 高 水銀 ランプ を 使用 
した 大規模な 道路 照明 施設に， 相関 色 温度の 低い 高圧 ナトリウムランプ を 少数 混在させる と， この 高圧 
ナトリウムランプの 光 色が 著しく 赤味を帯びた ように 見える。 しかし， 大規模な 道路 施設 を 高圧 ナ トリ 
ゥム ランプ だけで 照明した 場合に は， この 照明 光が かなり 白く 感じられる。 したがって， 光源の 選定に 
当たって は， 広い 範囲に わたって 同一の 光源 色 を 有する 光源 を 使用す る こ とが 必要で ある。 

道路 照明の 明るさの レベルで は， 人間の 視覚 は 色彩 を 細かく 識別で きず， 主として 明暗の 差で 視覚 情 
報 を 識別して いる。 このため， 演色 性の 優れた 光源 を 使用す る 意味 は 少ない。 ただし， 歩行者の 通る 道 
路 では 人間の 肌が 不自然に 見える と 不快な 雰囲気になる ので， 人間の 肌が 自然に 見える よ うな 光源 を 使 
用す る ことが 望ましい。 

(7) 照明器具の 配置 • 配列 照明器具 は， 原則として JIS C 8131( 道路 照明器具） に 規定す る もの を 使用す 
る ことと した。 JIS C 8131 に は， 道路 照明に よる グ レア を 制限す るた めの 特性 及び 路面 を 照明す る特 
性が 規定され ている。 

(a) 照明器具の 取 付 高さ 一定の 輝度 均斉 度 を 確保す るた めに は， ： 照明器具の 間隔，/ f: 照明器 
具の 取 付 高さ） を ある 値 以下と する 必要が ある。 一般に， 照明器具の 取 付 高さ を 高く する ほど 照明器具 
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の 間隔が 大きくな り， 一定 区間 内に おける 照明器具の 設置 数 を 少なく する ことができ， 照明器具の 取 付 
高さ は 道路 照明 施設の 経済性 を 大きく 左右す る。 

照明器具の 取 付 高 さ を 10 m 以上と したの は， 過去の 技術的 g 験に 基づ いて 本体 付表 1 に 示す 道路 照 
明の 基準 を 経済的に 実現す る こと を 考慮した ものである。 一般に 照明器具の 取 付 高さ は 道路 幅員の 広い 
道路 ほど 高く する 必要が ある。 

同じ 幅員が 連続して いる 道路に おいて， 照明器具の 取 付 高さ を 一定と する ことと したの は， 昼夜 間 を 
通じ， 照明器具の 並び を 整然とす る ことが 景観 上 重要な 効果 を もつ こと， 道路の 起伏， 曲折の 状況 を 正 
しく 示す ようにす るた めで ある。 一^ ^の 道路に 取 付 高さの 異なる 照明器具が 混在す ると， その 照明器具 
までの 距離 を 誤って 判断し， 地形 '線形に 誤認 を 生ずる ことがある。 

(b) 照明器具の 配列 照明器具の 配列 は， 片側 配列， 千鳥 配列， 向 合せ 配列の 中から 道路の 断面 構造， 車道 
幅員， 照明器具の 取 付 高さ • 配 光な ど を 勘案して 選択す る。 幅員が 比較的 狭い 道路に は 千鳥 配列 や 片側 
配列が， 幅員が 比較的 広い 道路 （道路 幅員が 照明器具の 取 付 高さの 1 〜2 倍 程度） に は 向 合せ 配列が 適 
している。 

(c) 照明器具の オーバ ハンゲ 路面が 乾いた 場合に は， オーバ ハング を 大きく とる と， 路面への 照明 率が 增 
大し， 照明 効率が 高まる。 しかし， 雨天な どで 路面が ぬれる と， 鏡面 反射の ために 照明器具の 路肩 付近 
が 暗くな り， この 部分 を 通る 自転車， 歩行者 又は この 付近の 障害物な どが 見えに くくなる。 オーバ ハ 
ングを 制限して いるの は， このような 危険 を 防止す るた めで ある。 

しかし， 樹木が 林立して いる 道路で は， 樹木に よって 照明 光が 遮られな いよう， オーバ ハング を 大き 
くと る ことが 必要な 場合が ある。 しかし， この場合， 路面が ぬれる と， 明るく 照明され た 樹木が 道路の 
路肩 付近に 映り こみ， 路肩まで 十分な 明るさ を 得る ことができ るので， 上述の ような 危険 は 生じない。 

照明器具 • ポール を 連続して 設置す る 道路 照明 施設に おいて， オーバ ハング を 一定と する こと を 原則 
と したの は， 昼夜 間の 景観 及び 誘導 性 を 考慮した ためで ある。 
Cd) 照明器具の 傾斜角 度 照明器具 を 傾斜して 取り付け ると， グ レアが 増加す る。 したがって， 照明器具 は 
ほぼ 水平に 取り付ける ことが 必要で ある。 

—方， 水平に 取り付けられた 照明器具 は， 水平よりも 前方が やや 下がって 見える ことがあ るので， 取 
付 角度 を 度と せず， 0〜5 度の 範囲に 設定す る こと を 許容した。 傾斜角 度 を 5 度より 大きく しても 路 
面 上の 輝度 分布 は ほとんど 改善され ない にもかかわらず， グ レア や 誘導 性に 悪 影響を及ぼす おそれが あ 
る。 

特に 曲線 部に おいて， 傾斜角 度 を 大きく すると グ レアが 大きくな り， 路面 上の 輝度 分布が 不 均一に な 
る 場合が 多い。 

(e) 照明器具の 間隔 照明器具の 間隔 は, 路面 輝度， 輝度 均斉 度な ど を 計算し， 本体 付表 1 の 基準 を 満た 
すよう に 決定す る。 標準 的な 照明器具， 路面に 対する 輝度 計算 を 基に， 照明器具の 間隔 S を， 照明器具 
の 配列に 対して， 車道 幅員 W と 照明器具の 取 付 高さ^と の 関係に より 規定す る ことができる。 例え 
ば， ある 照明器具の 例で は 片側 配列で， 車道 幅員 が 7m, 照明器具の 取 付 高さ^ が 10 m の 場合， 
照明器具の 間隔 S は 30〜35m となる。 また， 同じ 条件で 千鳥 配列の 場合に は， 照明器具の 間隔 S は 20 
〜25 m となる。 
5.1.2 一般 部の 曲線 部 

(1) 照明の 一般的 基準 曲線 部の 照明と して， 曲率 半径が 1000 m 以下 を 曲線 部 を 対象と したの は， 曲線 部に 
おいて は， 直線 部と 同じ 照明 をした 場合， 輝度 均斉 度が 悪くな り， 誤 誘導が 起こる 可能性が あるから であ 
る。 1000m 以上の 曲率 半径の 道路 区間 は， 直線 部と して 取り扱っても よい。 
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(2) 照明器具の 配列と 間隔 曲線 部に おいて は， 車道 路面 上の 輝度 分布 を 一様に 保つ ほか， 照明器具の 並びに 
よって 曲線 部の 線形 を 車両の 運転者に 示し 誘導 性 を 確保す るた め， 照明器具の 配列に 注意 を 払わなければ 
ならない。 このため， 曲率 半径が 小さ く なるほど 照明器具の 間隔 を 小さく する 必要が ある。 

曲線 部に おける 照明器具の 配列の 例 を 解説 図 3 に 示す。 図の ように， 曲線 部 を 千鳥 配列と すると， 線形 
の 判断が 困難と なり， 適切な 誘導 性が 得られに く くなる ので， 曲線の 外側 路肩に 沿った 片側 配列 又は 向 
合せ 配列と する こ とが 望^ しい。 

解説 図 3 曲線 部に おける 照明器具の 配列の 例 
曲線 部に おける 照明器具の 配列の 例 （千鳥 配列） 




曲線 部に おける 照明器具の 配列の 例 （片側 配列） 




5.1.3 特殊 箇所 交差点， 横断歩道， 橋り ような どの 特殊 箇所に おける 照明の 要件 は， 解説 4*1 に 示す ものと 
同様で あり， 照明の 基準 は 解説 5*1.1 に 示す 一般 部の 直線 部の 道路に 対する ものと 同様で ある。 

しかし， 交差点， 横断歩道 などに おいて は， それ 以外の 一般 部に おける ものより 多くの 視覚 情報が 必要で あるので， 
運転者の 視 環境 を 改善して， これらの 特殊 箇所に おける 道路交通の 安全性， 円滑 性 を 向上 させなければ ならない。 

したがって， これらの 特殊 箇所に おける 照明 基準 は， 照明 方式， 光源， 照明器具 など を 原則として これに 接続す る 一 
般部 における ものと 同一の ものと し， 照明器具の 配置 • 配 列に ついて， 道路の 構造に 適する ような 考慮 を 払い， 必要に 
応じて 路面 輝度 を 増加したり 均斉 度 を 改善し なければ ならない。 
具体的に は， 光源， 照明器具， ボールに ついては， これら 特殊 箇所に 接続す る 一般 部に 採用され ている ものと 同一の 
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もの を 使用し， 本体 付図 2-1， 本体 付図 2- 2 に 例示す るよう に， 照明器具の 配置 • 配 列に ついて， 各 特殊 箇所の 道路 
構造 を よ く 考慮して， 図に 示す 路面 上の 輝度 分布が 有効に 作用 して 運転者の 視 環境が 改善され るよ う な 配慮が 必要で あ 
る。 

(1) 交差点， 合流 点 • 分流 点 交差点に おいて は， 運転者 は， 自 車の 走行す る 車線 以外に， 右左 折す る 車線 や 
交差す る 車線な どからの 視覚 情報 も 必要で あり， 分流 又は 合流す る 車線の 視覚 情報 も 的確に 得られる よ 

うな 状態に しなければ ならない。 " 

そのために は， 直進す る 道路に ついては 一般 部に おける 照明 基準が 十分 満足され ている と 同時に， 右左 
折 や 交差す る 車線に ついても， 必要な 路面 輝度が 得られる ように 照明器具が 配置され なければ ならない。 

分流 又は 合流す る 地点に おける 照明 基準に ついても， ほぼ 同様な 考慮が. 必要で ある。 

(2) 横断歩道 本体 付図 3 は， 一般 部に 単独に 存在す る 横断歩道 において， 前後の 道路に 道路 照明が なく， そ 
の 横断歩道 だけに 照明 施設 を 設置す る 場合の 照明器具の 配置 例で ある。 この 例で は， 横断歩道 を 中心に， 
その 前後 60〜80m を 含む 範囲の 路面が 明るくな り， これに 接近す る 車両の 運転者から， 横断歩道 上 又は 
その 付近に 存在す る 歩行者が よく 視認 できるようになる。 また， 横断歩道と 同時に 一般 部 も 照明す る 場合 
に は， 横断歩道 付近に おける 照明器具の 配置 を 本体 付図 3 に 示す 配置と なる ように 考慮す る。 

交差点 付近の 横断歩道に ついては， （1) に 示す その 交差点の 照明器具の 配置と 横断歩道の 照明器具の 配 
置 を 併せ 考慮す る。 

(3) 橋り よう 橋り よう だけに 照明 施設 を 設置す る 場合 も， それに 接続す る 一般 部と 同時に 橋り ようの 照明 を 
行う 場合 も， 橋り よ うに ついては それに 接続す る 一般 部に 準じた 照明 を 行う ことが 原則で ある。 したがつ 
て， 光源， 照明器具， 照明器具の 配置 • 配列に ついては， 一般 部に 適用す る 基準 を 準用し， 道路 構造な ど 
の 違いが ある 場合に は それに 適する よう な 変更 を 行って 照明の 連続 性 を できるだけ 保つ よ う 考慮し なけれ 
ばなら ない。 例えば， 橋り よう 部に おいて 路肩 幅員が 縮小され ている 場合に は， 橋り よう 部の ボールの 出 
幅 を 調整して， 車線に 対する 照明器具の 相対的 位置 を 一般 部と 同一に するな どの 考慮が 望ましい。 

また， 橋り よう 部の 構造 物との 調和 を 図る ため， 照明器具の 形状 やその 配置に ついて 特別の 配慮が 行わ 
れる 場合 も あるが， この場合 も， 照明器具の 配 光な どの 基本的な 部分に ついては 一般 部に 適用され る 基準 
に 準ずる こ とが 望ま しい。 

(4) 鉄道 踏切 鉄道 踏切 道 内と その 付近の 道路 構造 やそこに 存在す る 障害物 を視認 する ために は， 一般 道の 横 
断 歩道と 同様の 照明 を 行えば よい。 したがって 鉄道 踏切に 適用す る 道路 照明の 基準 は， 横断歩道に 適用す 
る 基準に 準ずる ものと し， 使用す る 照明器具が 鉄道 車両の 乗務員に グ レア を 与えない ように， 照明器具の 
配置， 傾斜角 度， 配 光な どに 注意す る ことが 望ましい。 

(5) 立体交差 部 立体交差 部 は， 道路の 構造 や 交通の 状況が 複雑で， 交通 流の 円滑 性が 損なわれ やすい 場所で 
あるので， 道路標識 G の 整備と ともに， 照明に よる 安全で 円滑な 夜間 交通の 確保が 望まれる 場所で ある。 
そのために は， 道路 照明の 効果が 十分 発揮で き るよう な 照明 基準が 必要で あ り， 一般 部の 直線 部 や 曲線 部 
に 適用 する 基準 を 厳格 に 適用す る ことが 望まれる。 

特に， 前方 道路の 線形の 変化， 分流 点， 合流 点な どの 状況が よく 視認 できる ように， 照明器具の 配置 • 
配列 を 考慮し， 高さの 違う 他の 道路 を 走る 車両の 運転者に グ レア を 与えない ような 考慮 や， 誤 誘導の 原因 
になり やすい 配置 を 避けるな どの 考慮 も 必要で ある。 

立体交差 部の 一部が トンネル 又は， これに 準ずる 地下道の ような 構造と なって いる 例が よく ある 力;， そ 
の 延長が 短い 場合に は， その 前後に 配置す る 照明器具 によ り， その内 部が 照明で きる ことが 多い。 しかし， 
延長が 長い 場合 や， 曲線の 場合に は 照明が 不足す る 場合が あるので， 通常の トンネル 照明の ような 設備 を 
追加す る こと も 考慮し なければ ならない。 ； 
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また， 延長が 50m 以上に なると， 昼 問に も 照明が 必要と なる 場合が 多い。 これらの 場合の 照明 基準に 
ついては， JIS Z 9116( トンネル 照明 基準） により， 延長， 設計 速度な どに 適した 照明 を 行えば よい。 

(6) 幅員が 急変す る 箇所 車線 数が 減少す る 場所 は， 特に， 交通 流が 乱れたり， 交通事故の 原因と なるお それ 
が あるので， 照明器具 による 誘導 性 を 利用して， 遠方から その 状況 をよ く視認 できる ようにす る 必要が あ 
る。 そのために は， 道路の 線形に 沿って 照明器具 を 配置し， その 取 付 高さ， オーバ ハング， 傾斜角 度な ど 
を 一定に 保ち， 車線 外側 線 と 照明器具 と の 相対 位置 と を 一定に すれば よ L 、。 

(7) 線形が 急変す る 箇所 平面 線形， 縦断 線形が 急変す る 箇所に ついても， その 線形に 沿って 照明器具 を 配置 
し， 視認 性， 誘導 性 をよ くす るよ う 考慮し なければ ならない。 特に 凸 形の 縦断 線形の 頂 部 付近に おいて は， 
路面が 有効な 背景と して 働かない 場合 も あるので， 特に 注意して 照明器具の 配隱を 行う 必要が あ り， 透視 
図に よる 検討が 必要な 場合 も ある。 

(8) バス 停留所 バス 停留所が 遠方から 視認 できる ために は， その 付近の 道路 構造が よく 分かる ような 十分な 
照明が 設けられて いなければ ならない。 なお， プラッ ト ホームと その 付近に 乗客 用の 照明 を 別に 設ける こ 
とが 望ましい。 

(9) 駐車場 及び 休憩 施設 道路に 付帯す る 駐車場 及び 休憩 施設で は， 車両の 点検， 乗客の 散策な どが 行われ 
る の で， 照明 は それらに 適する よ. うな 基準で 行われ な ければ ならな し 、。 

5-2 歩行者に 対する 道路の 照明 基準 

(1) 照 度 本体 付表 2 に 定めた 照明 基準の 値 は， 基本的に CIETC 4-03 ( 都市 照明 技術 委員会） の 報告書" 街 
路 照明 ガイ ド" （1987) に 示された 勧告， 及び 米， 英， 西独な どの 歩道 照明の 基準 を 参考に 定めた。 
代表的な 人の 顔の 高さ は， 個人差， 年齢差 等 を 考慮して 1.5m とし， この 高さに おける 飴 直面 照度 を 基準 
とした。 道路 上の 歩行者の 顔の 見え 方が 最も 悪くなる の は， 鉛直 面 照度が 最も 低くなる 位置で あるので， 鉛 
直面の 最小 照度 を 定めた。 

(2) 照明 方式 照明 方式と して ボール 照明 方式 を 原則と したの は， 解説 5.1 運転者に 対する 道路の 照明 基準と 

同様の 理由に よる。 

(3) 光 源 解説 5.1.1(S) に 準ずる 力;， 商店街な ど 歩行者の 多い 道路で は， 歩行者の 顔と 同時に 服装な ども 
自然に 見える ような 演色 性の良い 光源 を 使用す る ことが 望ましい。 しかし， 交通量が 少なく 安全 確保に 重要 
な 目的が ある 道路に おいて は， 光源の 効率 を 考慮し， 歩行者の 顔が 自然に 見える 程度の 演色性 を 有する 光源 
を 使用 すれば よい。 

(4) 照明器具 照明器具 は， JIS C 8131 を" 準用す る" としたの は， 道路 照明器具 そのもの を 使用す る こと 
は 少ない こと を 考慮した ためで ある。 歩行者 用 道路の 照明に 当たって は， グ レアの 制限に 留意し， 本体 付表 
2 の 基準 照度 を 効果的に 満足す る 配 光 を 有する 照明器具 を 使用し なければ ならない。 

(5) 照明器具の 配置. 配列 

(a) 照明器具の 取 付 高さ 照明器具の 取 付 高さ を 4m 以上と したの は， 道路の 建築 限界， 道路 上の 平均 照度 
とその 均斉 度， グ レアの 抑制， 保守 作業の 容易 性， 破壊 行為からの 保護， 景観との 調和， 道路標識の 位置 
と 見え 方， など を 考慮した ものである。 したがって， 他の 規格 • 基 準に 抵触し ない 限り， 局地的 状況に 応 
じて 変化 させても 差し支えない。 

(b) 照明器具の 配列 照明器具の 配列 は， 後述す る 間隔の 範囲 内で あれば 特に 規定す る 必要 はない が， 規則的 
に 配列す る 場合に ついては， 照明器具の 並びによ る 美観と 経済性 を 考慮して 片側 配列 を 原則と した。 しか 
し， 道路の 幅員 構成な ど 条件に よって は 千鳥 配列な ど 他の 配列 を 採用 しても よい。 

(c) 照明器具の 間隔 照明器具の 間隔 を 取 付 高さの 5 倍 以下と したの は， 平均 照度と その 均 奇度を 確保す るた 
めで ある。 
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なお， これ は 照明 施設の 設計の 目安 を 示した ものであるから， 設計に 当たって は， 本体 付表 2 に 示す 
基準 を 満たす よ う にす る 必要が ある。 
6, 照明 施設の 維持 及び 管理 照明 施設の 維持 及び 管理の 目的 は， 照明 特性 を 所期の 値に 維持し， かつ 電力の 浪費 を 
防止す る ことに ある。 道路 照明 施設の 維持 及び 管理に 当たって は， 機器の 構造， 機能， 補修の 経歴な ど を 把握し， 注 
意すべき 点 を あらかじめ 知って おかねば ならない。 照明 施設の 点検 及び 清掃， 補修 は 定期的に 実施す る こ とが 望ま し 
く， その 周期 は 使用す る 機器の 特性， 設置 場所の 環境 条件 （気お • 交通 条件な ど） によって 決定す るが， 光源の 点灯 状 
態の 点検に ついては 1 か 月 に 1 回 以上， その他の 項目に ついても 1 年に 1 回 程度， それぞれ 実施す る こ とが 望ま しい。 

附属 書 路面 輝度 測定 方法 

1, 適用 範囲 本 基準に 示されて いる 照明 レベル は， 路面の 輝度と 照度 （一部， 路面で ない もの も ある。） である。 照 

度 測定法に ついては， 既に JIS C 7612 ( 照度 測定 方法） に 示されて いるので， これ を 準用す る ことと し， この 附属 書 

では， 路面の 平均 輝度 （平均 路面 輝度） と， 輝度 均斉 度 を 求める ための 部分 輝度の 測定 方法に ついて 規定す る ことと し 
た。 

2. 平均 輝度の 測定 方法 

2.1 測定 範囲 及び 測定 対象 本体 2,2 で 示す 路面 輝度の 定義に 基づき 路面の 平均 輝度の 測定 範囲と して は， 輝度 

計の 前方 60〜 160m の 路面と した。 ただし， 乾燥した 状態の 路面 を 対象と したの は， 路面が 湿ったり ぬれたり すると， 
その 程度に よ り 輝度の 値が 大幅に 変動す る こ と 及び 本 規定で は 路面が 湿ったり ぬれた り した 場合の 路面 輝度に 対して 
は， 特に 規定して いない こと を 考慮した ためで ある。 測定 対象から 分離 帯 を 除いた の は， 本体 2.2 で 示す 路面 輝度と 
して は， 車道 幅員 内の 路面 輝度 を 規定して いる こと を 考慮した からで ある。 分離 帯な どの ある 道路で は， 分離 帯な どに 
よって 運転者の 見る 車道 範囲が 限定され る こと を 考慮し， 分離 帯な どで 分離され た 路面 個々 について 独立して 測定す る 
ことにした。 

2.2 輝度 計 平均 輝度の 測定に 使用す る 輝度 計 は， 道路の 幅員に 応じた 大きさの 附属 書 図 1 に 示す ような 台形の 
測定 視野 を 有する 輝度 計 を 使用す る。 ただし， このような 台形の マスク を 有する 輝度 計が 用意で きない 場合に は， 直径 
が 6 分 以下 2 分 以上の 円形の 測定 視野 を 有する 輝度 計 を 用いて 部分 輝度 を 測定し， これらの 部分 輝度 を 算術平均して 平 
均 路面 輝度 を 求めても よい。 

2*3 輝度 計の 基本 位置 

(1) 台形の 測定 視野 を 有する 輝度 計で 平均 路面 輝度 を 測定 するとき の 輝度 計の 高さ を 1.5m としたの は， 自動車 
運転者の 目の 位置が 乗用車の 場合 約 1.2 m, トラック や バスの 場合 2 〜2. 5 m を 代表した ものである。 輝度 
計の 側 方位 置 を， 測定し よ う とする 路面の 幅員の 左端から + の 点 （解説 図 4) を 原則と したの は， CIE の 
"道路 照明の 輝度 計算と 測定に 関する 技術 資料 （CIE Publication No. 30, 1967)" を 準用した ものである。 

(2) 円形の 測定 視野 を 有する 輝度 計の 高さ を 1.5m としたの は， 台形の 測定 視野 を 有する 輝度 計と 同じ 理由で あ 
る。 測定 点 を 路面 上の 格子の 交点 （測定 点） から 道路の 軸に 平行な 路面 90m (—定） としたの は， - 輝度の 測 
定 軸と 路面との なす 角度が 1 度と なり， 路面の 反射 特性の 測定 条件と 一致す る こと， 及び この 測定 距離 を 一 
定 とせずに 測定す ると， 測定 距離が 大きくな るに 従って 測定 視野に 含まれる 路面の 面積が 増加し， 測定 点 ご 
との 輝度 値の 平均が 平均 路面 輝度の 定義と 一致し なく なる ためで ある。 

2*4 測定 方法 

(1) 台形の 測定 視野 を 有する 輝度 計で 平均 輝度 を 測定す る 場合 附属 書 図 1 に 示す ような 台形の マスク を 備えた 

輝度 計で 実際の 道路の 路面 輝度 を 測定す ると， 被 測定 面 （台形） となって いる 路面と それ を 照明す る 照明器 
具との 位置 関係に よって は， 同じ 道路 照明 施設， 同じ 路面の 平均 輝度 を 測定しても， 輝度 計で 得られる 測定 
値が 変動す る。 解説 図 5， 解説 図 6 に 示す 2 車線 道路の 透視図 は その 原因 を 説明した ものである。 解説 図 5 
に 示す 台形と その 中の 水平線 は， 1.5m の 高さから 測定の 対象と なる 前方の 路面 60m から 160m までの 
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区間 を 4 分割した ものである （相 隣る 水平線の 路面 上の 距離 は 25 m)。 したがって， 解説 図 5 の 中の a, b, 
c， d， e は， それぞれ 輝度 計から 160 m， 135 m， 110m, 85 m, 60 m の 位置に ある 道路の 横断 線 を 示し 

ている。 

一方， 解説 図 6 の （1)， (2), (3)， （4) は， 解説 図 5 に 示す 長さ 100m の 測定 対象 路面の 輝度 分布が， 
照明器具の 位置に 応じて 二つの 横断 線 a 及び b, b 及びに c 及び d, 又は d 及び e で 分割され る 路面 
上の 等 面積の 区間のう ちの 一つ （斜線 を 引いた 部分） が 他よりも 輝度が 低い 状態に なった ときの 透視図 を 示 
す。 

これによ つて 輝度が 低い 部分が， （1) カゝら （2)， （3)， （4) に 移る につれ て， 同じ 長さ 25 m の 領域の 
輝度が 低くても， 輝度 を 測定し よ う とする 台形の 中に 占める 見かけの 面積が 変化す る ことが 分かる。 

これが， 測定 領域と 照明器具の 位置 関係に よって 平均 路面 輝度の 変化す る 理由で ある。 道路 照明が 設置 さ 
れた 道路 を 走行 しつつ あ る 自動車の 運転者の 目 は， このよう な 見かけの 輝度 分布の 規則的な 変化の 平均 的な 
状態に 順応して いると 考えられ るので， 運転者の 順応 状態に 対応した 路面 輝度 を 求める ために， 附属 書 図 2 
に 示す 四つの 平均 路面 輝度の 値 を 更に 平均した。 これが， "平均 路面 輝度" である。 
(2) 円形の 測定 視野 を 有する 輝度 計で 平均 輝度 を 測定す る 場合 一般に， 路面 輝度 は 附属 書 図 1 に 示す 台形 視野 
を 有する 輝度 計で 測定す る ことが 望ま しいが， 6 分 以下 2 分 以上の 視角 寸法 を 有する 円形 視野の 輝度 計に よ 
つて， 附属 書 図 1 に 示す 視野 内の 輝度 を， 解説 図 7 のように 対象 路面 を 平面図 上の 平等 格子に 分割し， 各 点 
を 測定して 平均す る ことによって 求めても よい。 この場合に は， 格子 上の 各 測定値の 算術平均 を 上述の" 平 
均 路面 輝度" とみ なすこと がで きる。 各 格子 上の 測定 点の 輝度 は， 輝度 計の 俯角 を 1 度に 保ちつつ， 道路 長 
方向に 測定 点が 変化す るに 従い 輝度 計の 測定 軸 を 道路の 軸に 平行 させながら， 測定 距離 を 一定に 維持して 測 
定 する。 

解説 図 4 輝度 計の 基本 位置 
(台形の 測定 視野 を 有する 輝度 計の 場合） 
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解説 図 5 輝度 計の 前方 60〜160 m の 区間 を 4 等分 
したと きの 2 車線 道路の 透視図 
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解説 図 7 等分 格子 法に よる 測定 点 

(a) 透視図 （b) 平面図 




3- 部分 輝度の 測定 方法 

3*1 対象範囲 及び 測定 対象 部分 輝度の 対象範囲 を 道路 上， 長さ 3m， 幅 0,3m としたの は， 動 車の 走行に 危 
險の ある 最小の 障害物 を^ 転 者が 視認 できる かどう かが， 路面の ごく 微小な 部分の 輝度に は 影 S されない が， ここで 示 
した 対象範囲の 路面よ り 大きい 路面の 部分の 輝度が， ある 限界 以下に なると 強く 影響 を 受ける からで ある。 

3.2 輝度 計 部分 輝度の 測定に は， 平均 輝度の 測定に 用いた と 同様な 輝度 計 を 用い， 測定 対象範囲の 路面の 透視 
図形に一 致した 測定 視野 を 用いる 必要が ある。 

3.3 輝度 計の 基本 位置 輝度 計の 基本 位置 を， 路面 上 1.5m ，測定 点から 手前 90m としたの は， 自動車の 運転者 
の 代表的な 視線 方向から 見た 輝度 を 測定す るた めで ある。 この 方向 は 前述の よう に 路面の 反射 特性の 測定 方向で あるた 
め， 計算に 最もよ く 対応す る。 ただし， この 基本 位置から 附属 書 3*1 で 規定した 対象範囲の 路面 輝度 を 測定し ようと 
すると， 輝度 計の 測定 視野が 極端に 小さくな り， 輝度 計に 極めて 感度の 高い ものが 必要になる。 

解説 図 8 に 示す よ うに， 輝度 計の 高さ を 1,5m よ り 低く し， これと 比例 的に 輝度 計 を 測定 点に 接近 させても 測定 方 
向 は 同じで あり， 輝度 計の 高さに 逆比例して 測定 視野に 入る 路面の 面積が 増加し， 測定が 容易になる ので， 実用的な 測 
定 方法と して これ を 許容す る ことと した。 

解説 図 8 路面の 最小 輝度 測定 方法 




3-4 測定 方法 附属 書 3*2 で 述べた ように， 部分 輝度の 測定 は， 輝度 計の 位置から 見た 測定 対象の 路面の 透視図 
に 一致す る 測定 視野 を 用いる のが 原則で ある。 しかし， 平均 輝度 計で もこれ と 一致す る 測定 視野が なく， 平均 路面 輝度 

解 17 



28. 

Z 9111-1988 解説 

測定 用の マスクし かない 場合， 又は 円形 視野の 輝度 計し かない 場合 も あり 得る。 この 附属 書で は， この こと を 考慮し 
て， 輝度 計の 高さ を 低く し， 測定 視野の 長さ を 部分 輝度の 測定 範囲の 長さに 一致 させ （この場合， 測定 視野の 幅が 測定 
範囲よ り 狭く なる ので)， 測定 範囲 を 道路の 横断 方向に 数回に 分けて 測定し， その 平均 を 部分 輝度と しても よい ことにし 
た。 

本 規格 は， 昭和 61 年度に 社団法人 照明 学会で 原案 作成した もので あり， その 構成 は 次のと おりで ある。 
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JIS 規格 钗 の 正誤 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 E "標準化 ジャーナル" に， 正 ■ ^の 内容 を掲 敷いた します。 
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が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

正 髌累を ご 希 3 の 方 は， 下記 （普及） へ ご連絡] S ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 協会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 娯累が 発行され た 場合に は 自動的 
にお 送り 致します。 
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